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本研究は、 文部科学省の特別経費を得て 「大学の機能強化と しての就学前教育専門職 (仮称) 養成の高度化と幼小連携
を含めた総合的カリキュラム開発」 の事業と して、 就学前教育カリキュラム研究開発室を設立し、0 ~ 5 歳児の子育て支
援に関する実践と研究開発の一部である。 この事業の一環である、 子育て支援ルーム 「GENKi」 では、 ニュージーラ ン
ドの視察を通して、 ラーニ ング ・ スト ーリ ーを用いた学びの記録から、 日本の子育て支援ルームでの学びの記録方法の開
発を目指した。 記録を書く ことで、 情報を共有することができ、 エピソードの背景が浮かび上がり、 子どもの成長を時系
列でみることが出来た。 また、 記録の効果と して、 子育て支援員の記録をつなぐことで、①子どもの 「遊びを通した学び」
の本質が見え、 子ども理解も深まり、 子育て支援員の質の向上にもつながる。 さらに、 ②子どもの学びに必要な環境への
配慮や工夫が出来るようになった。 
キーワード: 子育て支援、 記録の共有、 子ども理解、 支援員の質向上、 環境への配慮
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consciousness of environments 
1 . はじめに
OECD では、1998年から乳幼児の教育とケアに着手し、
拡充と質の改善を目指している。 その理由と して、 女性
の社会進出の保障及び乳幼児の発達が人間の学習と発達
の基礎形成段階に関与しているとみなされているからで





















兵庫教育大学大学院人間発達教育専攻 ・ 幼年教育コース 教授
121 
り 0歳児~ 就学前、 さらに小学校までの連携を含めた教






ラムであるテ ・ フ アリキの学びの成果を照合するための
?ー ニング ・ ス ト ーリ ーは、 現在も っと も注日されてお
り、 ニュージーラ ンドの幼児教育 ・ 保育機関だけではな




と し、 その開発を試みる。 
2 . 二ユー ジー ラ ン ドにおける就学前カリキュラ
ム : テ ・ フアリキと ラーニング ・ ス トー リー 
ラーニ ング・ ス ト ーリ ーについて、 我が国でも研究が
進められているが、 橋川(2012) は、 「テ ・ フ アリキと
ラーニング・ スト ーリ ーは, 保育者と子どもの間主観的
関係を物語り, それによって獲得される学びの成果を分
析し得る尺度であるとともに, 保育者の環境整備と子ど
もの学び ・ 育ちの質を問い直し, 乳幼児期の子どもの健
やかな生活を保障する鍵となる」' ) と、 述べている。 
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また、 「テ ・ フ アリキ」 の特色と して、 大宮(2006) 
は、 「幼児期のカリキュラムの多 く が 『準備教育と して
の成果』 を求められ、 事細かに現場に指示する形で策定




ラムだ」2) と 述べユ 、
ている。 ただし、 こう した研究は、 保育の専門機関であ
る保育所、 幼稚園については進められているが、 子育て
支援ルーム等の機関での先行研究は見当たらない。
そこで、 「遊びを通した学び」 を、 より明らかにする
ものと して高く 評価されている、 ラーニング ・ スト ーリー
の活用状況について現地を調査した 言主1 ) 0 
まず、 私立保育園のRoyal Oak Chi ldcare Centreでは、
日々のエ ピソード記録を基t 
作成し、 そこでの学びをテ
こラ ーニ ン グ ・ ス ト ーリ ーを 
フ アリキの要素と照合する
ことで、 子どもの活動を発達にと って有意味なものへと
発展 さ せ てい た。 私立幼稚園のThe Nest Private 
K indergarten では、Emmi Pikler の影響を受けており、
環境と養護の面を重要視して学びを捉えている。 3 か所
の保護者が主体 と し て運用す る プレイ セ ンタ ー、
Hiiisborough Playcentre, Eden-Epsom Playcentre, Balmoral 
playcentreでは、 子ども達の探究心を刺激し、 居心地の
良いコ ミ ュニテイーを作るこ とに力を入れている。 そし
て、 ここでの経験の積み重ねを、 母親がポート フ ォリオ
にラーニング・ スト ーリーと して記録している。 さらに、
テ ・ フ アリキの要素と照合し、 子どもの学びに必要な環
境を提供していた。 To Kohanga Reo o Kakariki では、
マオリ文化継承のため、 マオリ語のみで保育が進められ
ており、Te Korowai と呼ばれるカリキュラムを使用し、









セ ンターでは、 親同士が互いの子どものラーニ ング・ ス
ト ーリーを記録することで、 親育ての効果も見ることが
出来た。 
3 . 本学子育て支援ルーム 「GENKi」 の取り組み
本大学の子育て支援ルーム 「GENKi」 は、2014年10 
月21 日に開室し、利用者は0歳~ 未就園の乳幼児と保護
者を対象としている。2014年度は、 火曜日と木曜日の9 : 








2015年10月21 日で 1 年を迎えた現在、 登録数は、359 
人 (男児172人、女児187人) で、4 か月から4 歳5 か月
の子どもが利用している。 登録時の平均年齢は、 1 歳 2 
か月である。 1 日の利用者数の平均は、2014年度は16家
族 (35人) だったのが、2015年度は22家族 (48人) に増
加している。 また、 母親だけでなく、 祖父母や父親の利
用も見られるよう になってきた。
ここでは、 ニュージーラ ン ド視察において、 子どもを
肯定的に捉えるという、 ラーニング・ スト ーリ ーの記録
方法を採用し、 「GENKi」 独自の方法で記録している。 
この記録方法を、「GENKi プレイストーリー」 と名付け
た。 その記録をスタ ッフが持ち寄り、 週1 回のエピソー
ド検討会を開いている。 
以下、 本ルームでの子どもの変化を記録した、 プレイ
スト ーリ ーについて述べる。 
(1) 目的
子育て支援ルームにおける子どものエ ピソード記録か
ら、 「遊びを通した学び」 のプロセスを明らかにする。 
(2) 方法
調査方法は、 毎週金曜日の8 時半から10時半まで、 3 
名のスタ ッフが、 各自の記録したエピソードを持ち寄り、
エピソード検討会を行う。 1 つ 1 つのエピソードを分析
し、 そこでどのよう な 「学び」 があったのかを明らかに




「GENKi」 では、 兵庫県教育委員会発刊の 「平成24 
年度幼稚園教育のあゆみ第45集」 に掲載されている 「幼
児の 『学び』 の視点」 を基に、 「学び」 を捉えている
(図 1 参照)。 「 『学び』 は知的活動として、 とらえがち
であるが、 本県では 『学び』 には、 感性や情緒の基盤と
いう側面も重要であると考え、 2 つの側面から 『学び』
を広げ、 深める姿をと らえた。」3) とあるよう に、 「感じ
る」 「考える」 「表す」 の3 つ ポイ ントで、 子どものエ





また、 事例と してまとめ、 公表する際には改めて保護者
にそのエ ピソードを読んでも らい、 承諾を得ると共に、
個人が特定されることのないよ う配慮した 0 
12月X日
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(4) 内容一 「GENKi」 の記録から
① 物を介して変化していく
く エピソー ド1 > 
図1 
「チャレンジ」 A く ん: 1 歳 6 か月





A く んは、 バギーに大きな積み木を積み上げて意気揚々と
搬送し、 スロープを上ったり下り たり している。 そして次は
段差を登ることにチャレンジする。
様子を見ていた母親が A く んの後ろから、 そっと車輪を
上げサポート した。
その結果、 段差を克服したA く んは、 「やったー! 」 とい
う よう な満面の笑顔を周囲のスタ ッフに向け、 スタ ッフも思
わず 「すごい! やったねー! 」 と拍手した。
一振り返り一
A は、 支援ルームの環境に対し、 自ら難しい課題を選び挑
戦していく。 その行動を母親はさりげなく サポート し、 達成
感をもたらした。 
< エピソー ド2 > 
12月X日 「ぼく もやってみる! 」
記録 : スタ ッフF 
B くん: 1 歳 7 か月
「GENKi」 で一番人気のバギー。 木製バギーは、A く ん
が積み木を載せて運んでいる。 赤いバギーは、H く んが人形
を載せて坂道を上っている。 その様子を遠目で見ていた B 
く ん。 そんな時、 バギーを押すのに満足したH く んが違う
おもちやのところに移動する。 すると、B く んは片手をつき、
ずり這いながらH く んの置きつばなしにしているバギーの
とこ ろに近づいていった。 しかし、 もう少しのところで、 違
う友だちにバギーを持って行かれ、B く んは、 悔しそう な顔
でお母さんのとこ ろに戻っていく。 
お母さ んの横に座ったまま動かなかったB く んの前を、
バギーに積み木を載せて運んでいるA く んが通る。 A く ん
はバギーを器用に操り、 坂を上ったり下り たり したかと思う
と、 次に段の上にバギーをあげよう と した。 その様子を近く
で見ていたスタ ッフが、 「すごい! 」 と歓声を上げながら拍
手すると、B く んもつられて手をたたく。 その後、A く んの
動きを集中して見ていた。
しばら く すると、 赤いバギーを誰も使わなく なったので、
を提える視点3
123 
お母さんがB く んのとこ ろに持ってきた。 
最初は、 フラ フラ していたが、 次第に、 両手足でバラ ンス
を取り ながらバギーを押し始める。 そして、 母親の見守るな
かスロープ上り に挑戦する。 
一度目は、 重心が後ろに傾き途中で下がってしまう。 二度
日は、 母親がB く んのお尻を押して手助けをしたため、B 











たから立って歩いた。 B の挑戦は A の行動によって誘発さ
れたものである。 この時、B にと ってA は憶れであり、 目




< エ ピソード1 > < エピソード2 > は、 同じ時間に、




































見えなかったA と B の関係が、 スタ
ドを共有し検討することで明らかとな
②人を介して変化していく











「いつしよに」 C ちやん : 2 歳 5 か月
D ちやん : 2歳 4 か月 記録 : スタッフF 
c ちゃんは、D ちゃんのこ とが気になるよう で、D ちゃん
がバギーを押すと、c ちゃんもバギーを押す。 D ちゃんがバ
ギーに人形を乗せると、c ち やんもスヌ ーピーを乗せ、 同 じ
道を通って散歩。
そして、 ふたりが部屋に入ったとこ ろで、 ボラ ンティ アの
お姉さんと出会った。 c ちやんが、 「あのね、 お散歩してる
の」 と、 嬉しそう に話している間に、 なんと、D ちやんの姿
が見えなく なってしまった。
慌てて、c ちやんが、 別の部屋へ探しに行く と、 絵本棚の
間にD ちゃんの姿が見えた。 安心したように隣へ座るc ちや
ん。 そして、c ちゃんは、「散歩にいってきたよ」 と、 ちよつ
と帰りが遅く なった理由を、D ちやんに報告していた。
すると、 「どこまでお散歩に行つてたの?」 と、D ちやん
が聞いてきた。 c ちゃんは、 困ったよう に下を向き、 「この
車でね、 行ってきたの」 と、 答えた。 D ちやんはバギーを触
りながら、「ヘー、 これで」 と、 しばらく考え込んでいた。
しばらく して、 手元でゴソゴソと何かを触る音がしたので
スタ ッフが司見き込むと、D ちやんが、 「おにぎり持ってね、
お散歩いく?」 と、c ちやんに聞いていた。 「にぎって、 に
ぎって」 と、 折り紙を丸めておにぎり を作っていた。
すると、 隣で見ていたc ちやんも、 色紙を丸め始めた。 
「にぎって、 にぎって」 と、 口ずさみながら、 色紙を丸めて
は広げ、 また丸めて ・ ・ ・ と、 何度も繰り返し、 おにぎり を
作っていた。 
この後、 ふたりは別々に遊んでいたが、D のことが気
になるCは、 ワミ ーで遊んでいるD の傍へ、 ボラ ンティ
アのお姉さんと一緒に行った。 そして、
遊び始めた。 
< エピソー ド4 > 
6月Y日
一緒にワミ ーで
「まねつこ」 C ちやん : 2歳 5 か月
D ちやん : 2歳 4 か月 記録 : スタッフF 
今まで、 D ちゃんのこ とが気になっていたC ちゃんだっ
たが、 ワミ ーを自由自在に繁いでいる、 ポラ ンテイアのお姉
さんに興味を持ち始め、 観察し始めた。 
しばらくすると、 お姉さんが使っている色と同じ色のワミ ー
をケースから出し、 嬉しそう に話しながら、 視線はお姉さん
の手元を見つめ、 真似ながらワミ ーをく っつけていった。 そ
の姿を見たD ちゃんは、 ふたりが遊んでいる最中に、 ワミ ー
知 子 高 畑 芳 美
をケースごと落と してしまった。
その行為に、 お姉さんが、 「落と しちやった。 じやあ、 一
緒に集めよう か」 と、 遊びの一場面のよう な流れのまま抬い
上げよう とすると、c ちゃんも、 「一緒にしよう! 」 と、 声
を掛け、 一緒に集め始めた。
しかし、 途中まで集めると、D ちやんが部屋を出て行つて
しまった。 どう したのか? と、 様子を見ていると、D ちやん
は、c ちゃんのお母さんを連れて帰ってきた。 そして、 「来
て ! 見て ! 」 と、c ちやんが作ったワミ ーを、 自慢げにc 
ちやんのお母さんに見せていた。 この時、 「c ちやん、 すご
いね」 と言う、D ちゃんの口 きが聞こえてきた。 
振り返り
c にと ってD は気になる存在である。 c は、
がら様々な課題に挑戦し成長していつた。 その
さんを真似てワミ ーで遊び始めると、 それまで、


































て、 別のスタ ッフから、< エピソード3 > < エピ








ースタ ッフG の語り から一 
6月
C ちゃ









そして、< エピソード3 > 
初めての出会いを< エ ピソー
< エピソー ド5 > 
< エピソード4 > と同日の
ド5 > と して記録していた
6 月 Y日 「同じこと したいんだけど」
C ちやん : 2歳5か月 D ちやん : 2歳4か月 記録: スタッフG 
6月 Y日の朝も、 早く来ていたD ちやんが、 げんきルー
ムの入り口近く の椅子に座ってポスト ボックスで遊んでいる。 
少し遅れてやってき たc ちやんは、D ち やんの姿をいち早
0 
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く見つけ、 寄っていく。 D ちゃんは、 取られまいと少し身構
えて、 積木を自分の近く に集める。 そして、 左手で囲いなが
ら、 右手でさっ さと ボックスに積木を入れていく。
その様子をしばら く 、 じ一つと見ていて、c ちゃんも、 棚
からポスト ボックスを出してきて、 向かい合わせにちよこ ん
と座る。 すぐに遊び始めるという のではなく 、 ボックスを置
いて、 またD ちやんの様子を見る。 ボックスから積木を出
していく ものの入れて遊ぶことを楽しむというよりも、D ちゃ
んが落と した積木の方が気になって、 拾おう とする。 そして、
黙つて持っていると 「返して」 とD ちゃんに言われる。 ス
タ ッフが見ていたので、 思わず 「それ、C ちゃんが拾ってあ






D ちゃんが気になって気になってしかたがないC ちゃん。 
C ちやんは、 お母さんやスタ ッフのよう な大人には自分の言
いたいことが言えるのに、 同じ位の子どもには声をかけられ
ない。 そばにく っついて行ったり、同じことをするのが精いつ
ばい。 それでも同じ年の女の子という こ とで、 今のc ちや
んにと っては、D ちやんは注目度ナ ンバーワンの存在である。 
考察
スタ ッ フG の語りから、Cは積極的に行動するD に
t童れ、 同じ行動をし始めたことが分かる。< エ ピソード
5 > では、 気になるC のアク シ ョ ンに気づかないD と、
それでも、 アク シ ョ ンを起こ し続けるc の行動が記録
されている。 スタ ッフのサポート もあり、 最後に、 性れ
の D からお礼を言われ嬉しかったこ とで、c にと って、
さ らにD は、 憧れの存在になっていった。 
このよう な、 一連の様子から、C、D がかかわり、
たりで一緒に遊ぶ姿が生まれてきたことがわかる。 
< エピソー ド6 > 
ふ
6 月 Z日 「私もバケツ持ってみたいの」
C ちやん: 2歳5か月 E ちやん: 1歳9か月 記録: スタッフG 
砂場では、 いつものよう にc ち やんは、 お母さんが作っ
た山を登ったり降り たりする遊びを楽しんでいた。
後から来たE ちゃんは、 まだ砂場の縁の所に座って、 足
の上に砂をかけたり、 スコ ップで砂をすく ったり して遊び始
めた。 でも、E ちやんは、 楽しそう に日の前を行ったり来た
り しているc ちゃんを見ている。 




てお母さんにつき出して、 「E も」 と言う。 「ああ、E もした
いの」 と、 お母さんが言う と、 う なづいて、 自分の使ってい
たスコ ップやゼリ ー型を入れて手を通そう とする。 引つかかっ
てうまく持てず、 お母さんが 「こう したら持てるよ」 とゼリ ー
型を小さい型に変えてやる。 それを持って立ち上がるが、 一
人では砂の上を歩く こ とができず、 「あんあん」 とお母さん
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に手をつないでもらって砂の上を歩く ことができた。
「一緒だね」 とc ちゃんのお母さんも声をかけてく れる。 
「こ っちまで行ってみる」 とc ちやんは、 砂場の端から端ま
で歩く。 その後をついてE ちやんも、 砂場の端から端まで
歩く。
だんだん慣れて、 今度はE ちやんが前を行き、 後ろからc 
ちやんがついていく という こと もあった。 手には、 同じよう
にバケツをかけている。 
振り返り
砂の上を歩く ことへの抵抗があったE ちやんだったが、c 
ちゃんのバケツを腕にかけて砂の山を登ったり降りたりする
遊びが楽しそうに見えたのだろう。 それで、真似をしたく なっ
た。 同じバケツがあり、 真似することを 「すごい」 と言って
く れるお母さん達に支えられ、 真似し真似される遊びが、 楽
しめるよう になっていく のだろう。 
考察
この時期の子どもは、 他者の動きをよ く 見ている。 そ
して、 自分もやってみよう と して真似ることから、 いろ
いろな経験を経て、 はじめての砂場でも裸足で歩けるよ
うになってく る。 同年齢の子どもが、 同じ場所で活動す




< エピソード1 > から く エピソード6 > までの6 事例
をまとめてみていく と、< エ ピソード1 > と く エ ピソー
ド2 > では、 「置き つばなしにしているバギーのと こ ろ
に近づいていった。 しかし、 もう少しのところで、 違う
友だちにバギーを持って行かれ、B く んは、 悔しそう な
顔でお母さんのとこ ろに戻っていく 。」 とあるよう に、
B の日的は、 最初 「バギー」 で遊ぶことだった。 それが、
< エピソード2 > の、 「A く んの動きを集中して見てい
た」 とあるよう に、 興味の対象が 「バギー」 という物か
ら、 「A く ん」 という人に変化していつたことが窺える。 
この2 事例では、 対象が、 「物から人」 へ移り、A の挑
戦に B も誘発され、 「スロープ」 「段差」 に挑戦した。 
これらのことから、 「物を介して人が変化していく」 こ
とが明らかとなった。 また、 この場所に、 移動できる
「バギー」 や 「スロープ」 「段差」 がなければ、A が挑戦
する機会もなく 、B の遊びの誘発も見られなかったとい
う ことも考えられる。
次に、< エピソード3 > から くエピソード6 > では、
< エ ピソー ド5 > で、C にと ってD が気になる存在に
なったこ とがわかり、< エ ピソード3 > に、 「D ちゃん
がバギーを押すと、c ちゃんもバギーを押す。 D ちゃん
がバギーに人形を乗せると、c ちゃんもスヌ ーピーを乗
せ、 同じ道を通って散歩。」 とあるよう に、Cは D に憧
れ、 同じ行動をと ることで満足していた。 しかし、<エ
ピソード4 > で、c の意識がボラ ンティ アのお姉さんに
義 野 久美子 名須川 知 子 芳 美高 畑









































































































??、 、 、 、 ?
?
?? ???
らに、< エ ピソー ド6 > では、 がE に t童れてもC
;ヌーる存在となっていることがわかる。 同年齢の子の真
似をしていたC が、 今度は、 真似てもらえる存在になっ
ている°このよう に エ ピソードと ピソ ド、 エ - をつなぐ
とで、 子ども同士の関係を読み解く ことが出来、
、 それ
それの 「遊びを通した学び」 の本質が明らかとなった。 
5 . おわりに
エピソード記録を持ち寄り 話し合うこ、 とで、 情報の
共有が出来るだけでなく < エ ピソード ピ、 3 > < エ ソー
ト4 > のように、 子どもの成長を時系列でみ こ が出る と
来た。 また < エ ピソード1 > と ピ ド、 < エ ソー 2 > や
< エ ピソ ーード3 > くエ ピソード4 > ピ ドと くエ ソー 5 > のよ ?に、 スタ ッ フの記録をつなぐこ と
2歳の子ども
)_ ・ . 
で、 1 歳半から
は、 同じ年齢の子どもの動きをよく見てお
り 、 具 似 る こ と か 権7 、 ま _ 、 ._プー 、 、 っ 、, , 、 、、, _ 
り、
このよ
子どもの 「游「 f , ア 、l ・、、 . 1 、 
- yノ'l ' f木 い とがわか
ピソ
'- - ー ' 」 Vノ 貝 見 ( ' 
の向上にもつなが f, , 。、, ,、、 、 、 、
うに、 子ども理解を深めることは ス ッ の、 タ フ
' - ー、 、 / ー 1 と くエ, _ 1, ノ 、 l、し( 人が変化していく」 こ とや、 < エ ピソード3 ピソ ド><エ -- 4 、> ー ド2 > の 車 rr , r 入 、 _ , 、、, _ く エ ピ ソ ー ド、、 レ 、 、><' 、T- 、l _ 1し、、 、、 _ 、・ t、、 ・ _ 、 ・ _ 、 . . ' - - J 、ー ー J、Oノ 4 爭例のよつに、「人を介して人が変化していく」 ことから、 子ど 、の(-、に必要な物的環境 - よう になった。 これら人的環境への配慮や工夫が出来るのこ とが、 子育て支援ルームにお
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ける記録の効果ではないかと考える。
このことを、「記録の意味(試案)」 (図 2 参照) 
てまとめた。 












































感想をポーー ト フ オリ オに入れ、







また、 ポート フ ォリ オの
の協働作業になると考えら
ツールになるであろ













月24 日から平成26年 8 月30日の期間に、
一ユーンーフ ン ドのオークラ ン ド市及びネ ピア市にイ
ある、Royal Oak Childcare Centre, The Nest private
K inde「9a「ten, Hi11sborough Playcentre, Eden_Epsom 
PlayCent「e, Balmoral Playcentre, To Kohanga Roe o 
Kaka「iki の、 計6 か所の施設を視察した。 
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